
  

志賀原子力発電所における過酷事故への対応
に関する報告について

                                                                            平成23年6月14日
                                                                            北陸電力株式会社

本日(６月14日)、経済産業省からの指示文書
※
に基づき、志賀原子力発電所における

シビアアクシデント（過酷事故）への対応に関する措置の実施について、同省に報告し

ましたので、お知らせいたします。

　６月７日、国の原子力災害対策本部において取りまとめられた福島第一原子力発電所

事故に関する報告書を踏まえ、経済産業省から、万一、シビアアクシデントが発生した

場合でも迅速に対応するための措置を実施し、状況を報告するよう指示がありました。

（６月８日お知らせ済み）

　当社は、同省からの指示に基づき、以下の項目に対する実施状況を取りまとめ、本日

(６月14日)、同省に報告しました。

・中央制御室の作業環境の確保

・緊急時における発電所構内通信手段の確保

・高線量対応防護服等の資機材の確保

・水素爆発防止対策

・がれき撤去用の重機の配備

　今後も、国等により福島第一原子力発電所で発生した事故に係る解明が行われるもの

と考えており、その詳細内容、原因等を踏まえた対策についても適切に対応してまいり

ます。

以　上

添付資料：志賀原子力発電所における過酷事故への対応に関する報告の概要

※１ 経済産業省からの指示文書

　「平成23年福島第一原子力発電所事故を踏まえた他の原子力発電所におけるシビアアクシ

デントへの対応に関する措置の実施について(指示)（平成23･06･07原第2号）
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緊急時における構内作業の迅速化を図るため、 
・ホイールローダ等の重機を配備するなどの津波等により生じたがれきを迅速に撤去することができるた

めの措置を講じること。 

［指示５］がれき撤去用の重機の配備 

添付資料 

緊急時において、放射線防護等により中央制御室の作業環境を確保するため、 
・全ての交流電源が喪失したときにおいても、電源車による電力供給により中央制御室の非常用換気空調

系設備（再循環系）を運転可能とする措置を講じること。 

［指示１］中央制御室の作業環境の確保 

○全交流電源が喪失しても、中央制御室換気空調

再循環系※の運転を行えるよう、高圧電源車を

既に配備している。【緊急安全対策（４月 22、

28 日にお知らせ済み。以下同じ）として実施済】

※中央制御室換気空調再循環系： 

建屋空調系等で高い放射能を検知した場合

に、中央制御室を外気から隔離し、中央制御

室内の空気を浄化しながら循環させる設備。

緊急時において、発電所構内作業の円滑化を図るため、 
・全ての交流電源が喪失したときにおける確実な発電所構内の通信手段を確保するための措置を講じること。

［指示２］緊急時における発電所構内通信手段の確保 

緊急時において、作業員の放射線防護及び放射線管理を確実なものとするため、 
・事業者間における相互融通を含めた高線量対応防護服、個人線量計等の資機材を確保するための措置を

講じること。 
・緊急時に放射線管理を行うことができる要員を拡充できる体制を整備すること。 

［指示３］高線量対応防護服等の資機材の確保 及び 放射線管理のための体制の整備 

炉心損傷等により生じる水素の爆発による施設の破壊を防止するため、 
・緊急時において炉心損傷等により生じる水素が原子炉建屋等に多量に滞留することを防止するための措

置を講じること。 

［指示４］水素爆発防止対策 

○全交流電源が喪失しても、通信機器※を継続的に使用できるよう、通信機器へ電源を供給する高圧電源車

及び低圧発電機を既に配備している。【緊急安全対策として実施済】 

※通信機器：構内ＰＨＳ（社内電話）、ページング（所内通話・放送設備）、陸上無線機、 

衛星電話（携帯衛星電話を含む） 

○アクセス道路に散逸したがれきを撤去できる

よう、ホイールローダ１台を既に配備※してい

る。【実施済】 

○今後、がれき撤去をより効率的に行えるよう、

ブルドーザを配備する。【11 月末完了予定】 

※ブルドーザ配備後の継続配備の必要性については

検討中 

○高線量対応防護服等の資機材の確保 

・高線量対応防護服は、今後、10 着配備す

る。【６月完了予定】 

・個人線量計は、充電式のものに加え、電

池式のものを 500 個追加配備している。

【緊急安全対策として実施済】 

・これら資機材を原子力事業者間で相互に

融通する仕組みを整備した。【実施済】 

○放射線管理のための体制の整備 

・放射線管理要員以外の者が、資機材の運

搬等の補助的な業務を行うことにより、

放射線管理要員を助勢できる体制を整

備した。【実施済】 

個人線量計（電池式） 

非常用母線（低圧） 

非常用ディーゼル

発電機

非常用母線(高圧) 

変圧器 ケーブル 

ＤＧ 

中央制御室送風機 
中央制御室再循環送風機 
弁，計器等 

【高圧電源車】 
・１号機 ：３００ｋＶＡ×２台 
・２号機 ：３００ｋＶＡ×３台 

高線量対応防護服 
（タングステン製遮へいベスト）

○建屋の穴開け作業の手順を整備した。【実施済】今後、関連資機材を配備する。【６月末完了予定】 

○今後、原子炉建屋内に水素検知器を設置するとともに、原子炉建屋頂部に水素ベント装置を設置する。【平

成 24 年度中完了予定】 
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原子炉圧力容器 

原子炉格納容器 

原子炉建屋 

水素ベント装置の設置 
水素検知器の設置 

穴開け作業手順の整備・資機材の配備 

ブルドーザ 




